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真夏のむせ返るような暑さの
中、里浜人は海水を土器で
煮詰めて、保存や味付け用の
塩をつくりました。
できた塩は、遠い山のムラまで
運ばれました。

秋になると、ムラびと総出で木の実を採集し、穴を掘って
蓄えました。里浜ムラでは、6500年も前から、クリの管理・
栽培が行われていました。

木々が枯れて見通しがきく、冬場が狩りの季節。男たち
は、シカやイノシシなど獣を、イヌを使って集団で追い
込み、弓矢でしとめました。海では、ウミウ、ガンカモ類
などの冬鳥を捕りました。

初夏から秋にかけて、岸に近づいてくるスズキ、マダイ、
クロダイ、マグロ、ブリなどの大型魚を釣り針やヤス、モリ
を使って捕りました。

里浜ムラの春は、ムラびと総出の潮干狩りから始まります。
大量に採ったアサリは、土器で煮て干し貝にし、保存食に
したり、山のムラとの交易品にしました。



2800年前の土器（西畑地点）《重要文化財》3300 年前の土器（台囲風越地点）4900年前の土器（台囲地点）

《重要文化財》は東北歴史博物館所蔵

器
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腰飾り（台囲地点） 腰飾り（西畑地点）《重要文化財》

骨角・牙製装身具（西畑地点）《重要文化財》

骨角・牙・貝製装身具（台囲・寺下囲・里地点）

骨角製ヘアピン（台囲地点）

土製耳飾り・玉（台囲地点）

岩偶・岩版（台囲地点）

土偶（台囲・寺下囲地点）

石棒（西畑・台囲地点）
右端は土製品

骨刀
（里地点）


